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一つで第2圓に示すような構造を肴乎ち．これを開ける

には，スプリソグで麦えられているハジ攣ルを押し下げ

て弁誼を下げ，これを麦黙を申心として永李に約45°廻

鱒する・まtc弁腱の形は最初第3圖Aのような圓盤状の

ものを用いたが，これは弁を閉めta時弁髄が弁座にう、ま

θ

　’　　　　A　　　　　　　　　　　　　　　　　B

　　　　　　　第3圖　原料供給弁

く密着せず，蒸汽がここから洩れて實瞼が失敗に露する

ことが間々ある．そこで第3圖B間のように牛球形の弁

髄を用いたところ，漏洩は大部分防止することができ

た．この場合弁座の部分に原料が附着しているとそこか

ら蒸汽が洩れるから原料装入の際充分注意する必要があ

る．二の弁腫はいずれも支馳を中心として多少の首振り

蓮動をするようにできでいる．これは弁を閉ぢた場合，

多少中心がずれていても内部の蒸汽の屋力で自然に正常

位置にもどるようにしたものである．Aのような形では

この効果はあまり期待できないが，Bの方はこの要求を

満足することができた．

　2　試料について

　試料としては本邦産赤松チップ（長さ約10～30mm，

厚さ0・1～〇二6mm，日本レイヨソKK．から供給をうけ

たもの）および鋸屑を用いた．魏階は本研究所構内にあ

る中野組製材所から入手し種々の材質の混合したもので

あるが，杉材が最も多いように見うけられた．鋸屑はこ

れを4mm目の金網で粗大な木片を節別して用いた．

’また試料の水分はチップが10～12％，鋸屑が約50％で

あつた．

　3實瞼方法

’生産　研　究

　實験はまずボイラーが所要塵力に達したならば爆砕器

の頂部の原料供給弁を開き，原料をホッパーから一定量

（チヅプは1009，鋸屑は2009）を装入する．裟入し終

つてこれを閉ぢた後蒸汽弁V1を開きボイラの高屡蒸汽

を爆碑器に邊る．本實験では蒸汽弁VL）は使用しなかつ

た．ここで原料を籔十秒間加墜蒸解した後，爆碑器の下

部の吐出弁のハソドルを急速に廻鱒して開き，内容物を

大音響と共に急激に大氣屋中に放出する．放出された爆

礫物はサイクロソ分離器で蒸汽と分離し，凝縮水と共に

受器に溜る．このようにして得られた爆砕物は木綿の袋

に入れて墨搾し，固形分（爆砕繊維）と塵液とに分離し

た・爆陣物の性質を調べる場合にはこれを屋搾せずに，

そのま蝉乞燥に付して温水抽出物その他の試験を行つ

た二墨搾した繊維は80℃の温水で約30分時々擾i拝し

つX洗灘し，さらに冷水で洗液が着色しなくなるまで洗

つた．これを乾燥または乾燥せずに熱屋威型して繊維板

を作りその物理的性質を調べた．

3，賓験結果および考察

　1爆確條件と爆確物の性質

　爆碑…には原料の樹種，含水率，チップおよび鋸屑の大

きさ，蒸汽堅力，蒸解時聞等が影響するが，われわれの

場合原料は上にあげた二種類に限定し，その含水率毛赤

松チップは氣乾状態（水分10～20％）鋸麿は水分約50

％のものを使用した．蒸汽屡力は30～50kg／crn2，時

間は10～60secの範園で種々攣えて爆陣物におよぼす

關係を調べた．

　爆砕物の性質としてはその大きさおよび形状の攣化を

顯微鏡窟眞でbktwし，’また温水抽出物の測定，抽出液の

比色試験，ペソトーザソの定量などを行つて，蒸解によ

る化學的鍵化を比較しtc．その結果を第1表に示す．

　第1表中COおよびDOは爆埣する前の原料を表わ

す．オートクレープの厘力で90／60とあるのは最IMオ　一

トクレープのti’　・一ジ屋力が90　kg／cm2であつたものが，

弁を開いて爆陣器に蒸汽を邊つた後に60kg／cm2となつ

teことを示し，爆碑器堅力はこの時爆埣器のゲージが示

した厘力を表わす．通常蒸汽弁を開いてからこの歴力に

達するまで5～6secを要するが，表中の蒸解時間は蒸

第1表　爆砕條件と爆碑物の性質

原

　　　　　　1　爆　Pt條　件　　爆パ転の性質
料僻襯酬蘇訴讐馨1’墾甥間爆糊敷1牧諮：凝轡量鷺棚薯離寡霧
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〈水分kN．12％）

鋸　　　膚
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汽弁を開いてから吐出（熾辞）するまての時聞をtつセ．

　牧率とは原料羅乾物に封する爆聞物絶軋物の下1分率で

ちつて，爆評を婁aTlrl行りて得た準均値てちる，なド千・

プ1回の婁入量は100　g，9・「tfEt　2e敗（ki｝Oこへる・

凝縮水量は斐入原料に封する百分率て二tlを夫オ．㌧仁

准水抽出物よ，蔦・；梓物を胎ll出廻二乾燥にf’jh1〔0倍

．1 j概a水で100・Cて3hr，　ts，1二ll1騰さ1t〔才rilliv，「．・7一

ラ／．7伊t？一で漏泌騰して畦躁し／．ガ城、・－P川1二

出しt：．

「才由出液着色度｛エデ・ボ凶クの工F色、［を用v㍉「県将．・拙

出液の着色度を工」LてJ’1｛ltU．　，二．またペソトー“f　の

量は．bて劃蝋出け・1猟物を常法により一二；’LIト［、膿

て分墨蒸溜L．出てきたフtLワ」2tしをフロTl」・シソ

て定慰溜レーべ蝋ノ、⊥1・ぺ・［一’e号をヤ’ナニ・
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て（朋らかにその差が認められる．C1ては木材の繊維

は軸方向に雌解しているが未だ暉形に近いもの乳発つて

いる．しかしC2，　C　3　ヒなるとこの繊維はJI’常に細く

なり，色軸1『褐色を帯びてくる．C3はC2に　らて

さら昏：細1．t．

　訳に鰍」ナについては塵力とJlt・に時闘を量タて・た膿懇

力とll矧pJ・藍が一一定となるようにLて爆砕ノ’行’て兇た

もノ、（」；’る．（1’6だげは例外）・】麹梓物1：”．・・“『rば課水

抽出物：けによつて」’1’tiQしみ二が．そLb　；｝「鴇しrよ川t堅月

が101二grcrn2以Lの⊥易合には．璽ノジ時開∴蜘一’：e：な

Pj；f、蟹フV［1］，Lil！fi：VvT）景も1王；亥．一定｝二↓…レ・∴　　ξD1、D2．　L　5，

1．6），臥力40kgcm3以下の場合｝：凶払．1物の畢ば

少い一定ll’嗜爪す（D3，　D4）・

　すなオ、ち實際1業化の腸合高蟹蒸ほを用　・；’・　i」も・

o　o5　1伽皿）

L2

＼

c3

、亙・．劉野fi！

DV〔鋸IFI｝｝　　　　　　　　　　　　　　　　D3　　　　　　　　　　　　　　　　　　D6

窮・二［・1　チ　7tcよび釧盾爆醐厨靴徴泣葛眞偽眞記號は第1表liゆ爆悼番海1こ封［也弓

　まずテ・づにつL・Cl＝馨力を　・定にして蒸解時開を

10，20，3U　ste二攣えてλた．その結果はゴ．トニニ＋ti

に凝縮水景，避水抽出物，同萢i出泌着色度，いす～μ等

聞と共Lr－igプLrいる　まセペ／tトーザ：t量ガ時脳と：1三

「．・秒1ズ’いる・丁（t，，二ず1だ掬祷うげ一〔劃（才岬1物に

移行している二とを示し，湿水抽出物の墳加に斐］憾する

幾ハてもる．すなわち華解時聞の10　seこの蜘烈蟹．勿

に相當顯蒼な影奮をおヒばし，これは肉眼的伽：：lt已，」く

きさなど、Jiら胴隙1こ識馳できるが，顯微鐘窟眞し第4囲〕

燕1曝力をなるぺく低くして蒸解1専間を長1　’ニプ」が設

計その他ノ、罫1［1．〔有利であるが，その堅ノJrL．眼界が仁る

といi二と〆いえそ7うである．

　第4圓の顯微鏡容賃にDO，　D3、　D6をt］、一．．　b3は

まだ雛解されない鋸居が見ら才しるう’，D6むナ熱解ミわ

た細い鐵維が多くなつている．

　2　成型物の物理的性質

　上に傷た曝降物はこれを璋に入れてが熱心．・覧㌧て戌型

して硬質繰維板とするのであるがこの嘩・傑flLlてば

1i
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（1）爆碑物星）永tS’2（2）威型濃度，（3）威型歴力，一（4）

時間，等鵬る滅型拗擁的噸としで｝遜頒

目があるが・こ導では比璽・吸水…奪・および挨張力にρ

・いてDをし売城醜第5爵に示す揃猿力講片

　　　　　30→／3　〆”．13詔

〆

　　　＝　　『、盆産研鐙二

第2表　成型物の物理的性質

＼、h…悔

，、一．一一一・．，車蝋＿』÷。＿、・

馬’

成　型　條　件

撃
還ガ．恥

成㌫成濃c

物理，的．性質

C　1－1．．

も

C1－2

C1－3

C1－4

蕪蕪欝欝難欝麟欝欝阯

170

160

150

150

、65

65’

　　　　　　　　獅齢調絨聾鯉　　　　’C2－1　15°
　、＼の型に爆陣物約359を入れ，上下に熱板をあてて加塵　　　C　2『2　　　140　65’

1㌧fし・塵力はろプリシグの長さゐ攣化によ？セ測つた・灘’　　C　3－1‘　　　150　　65

　　潤材親の場合は水分の浴出を良くするために』Fに金綱を　　　C3－2　　　160　65
1．〉・’

ｨく．試瞼片の寸法は熱板の大きぎ（150x150　mm）カ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’D1－1脚　　　　140、　’65

二罐ζ嘉票：鐸郷墓r蔽藻識警D2－…4・65
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D3－111司上　　140　　651　　・轍鞭孝あ賢脚鮪≧躍物の翻面燃麟
　　を挿入して測つたづ搬動はアムスラTの引つ張り試験　D4・i同上140　65．
　　器矧蝋壊醸蝦就・嚇奉はEでenaxしt・緬　D5，、飼上、4。65
’〆 黶F鰻募筆叢鷺羅繹㌣脚・・｛　－4・65

雌1墾欝獅緯雛三霧鯉響
「副　一．窮2表で」まず腫について克れば成型前Q状態が灘　　一りもれップの方が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すぐ冠ており，：ま鈍扱勿ら　　潤歌態でかつ威型温度が高く時間の葺い方が大きな比重

凱旗焔傾麟窃しか曜度力・wC以麟間たチ。プでは5・数
・…　tが3°m’・一罐すと鯉物蕨霞がこげるおそれ晦’・聖如2で・・秒間〆．

凌溝灘髪犠雛鑑き麟二灘美欝誰
ぐ難讐聯燥脚畑崩瞭『講繍鷲
㌶囎陣麟物aいず描同」鮒で鯉しで麟條俸　それにく一らぺて齪・
　　’と鯉卿膿輝紐：ゆであるが；あ劾瀦瀬・’纈曝く，ま胴
湯離鋤弊な・・ただD3・　’b4カ：偬～界て鯨醜じヂ・プでは蒸解・

酒　抗張力共に劣るようである・以上はいずれ屯威型塵力を

　　65kg／cm2で一定としmbr，これはスプリソグの許容限

’t界がらこれ以王め屡力を加えることが噂きなかつたたあ
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